
十
二
月
二
十
一
日
、
秋
田
市
文

化
会
館
に
お
い
て
、
県
内
の
労
組

組
合
員
約
八
十
名
が
参
加
し
「
〇

九
春
闘
討
論
集
会
・
〇
八
春
闘
懇

年
次
総
会
」
が
開
催
さ
れ
た
（
国

労
参
加
者
は
七
名
）
。

第
一
部
の
討
論
集
会
は
自
治
労

連
県
本
部:

越
後
谷
委
員
長
と
国
労:

渡
邉
地
本
書
記
長
の
司
会
で
始
ま

り
、
県
春
闘
懇
代
表
委
員
で
あ
る

県
医
労
連:

中
村
委
員
長
の
挨
拶
の

後
、
埼
玉
大
学
経
済
学
部:

相
沢
幸

悦
教
授
に
よ
る
「
金
融
危
機
と
私

た
ち
の
く
ら
し
」
と
題
し
た
記
念

講
演
が
行
わ
れ
た
。

相
沢
教
授
は
「
二
〇
〇
八
世
界

金
融
危
機
は
歴
史
上
最
悪
の
経
済

恐
慌
」
だ
と
し
て
、
そ
の
歴
史
的

背
景
や
金
融
危
機
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、

ア
メ
リ
カ
の
産
業
構
造
の
イ
ビ
ツ

性
（
軍
需
産
業
、
農
業
、
金
融
）
、

ア
メ
リ
カ
ド
ル
の
垂
れ
流
し
に

よ
る
信
用
低
下
と
ユ
ー
ロ
登
場
、

イ
ラ
ク
戦
争
と
の
関
連
な
ど
、

度
々
話
が
ア
チ
コ
チ
に
脱
線
し

な
が
ら
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。

（
相
沢
教
授
は
「
カ
ジ
ノ
資
本

主
義
の
克
服
」
（
監
修
）
な
ど

の
著
作
が
あ
り
、
経
済
紙
の
取

材
や
労
働
組
合
の
学
習
会
な
ど

多
忙
の
よ
う
す
。
男
鹿
市
出
身
）

第
二
部
の
「
〇
八
春
闘
懇
年

次
総
会
」
で
は
越
後
屋
事
務
局
長

よ
り
〇
八
春
闘
総
括
や
決
算
、
〇

九
春
闘
方
針
な
ど
に
つ
い
て
提
起
、

討
論
さ
れ
た
。

発
言
の
中
に
は
「
夜
二
十
時
に

な
っ
て
職
員
の
半
分
く
ら
い
が
帰

宅
。
土
日
も
出
勤
で
代
休
も
取
れ

な
い
人
も
。
休
日
は
身
体
を
休
め

る
だ
け
で
何
も
す
る
気
が
し
な
い
。

大
臣
が
発
表
す
れ
ば
翌
日
に
は
指

示
文
書
で
対
応
を
迫
ら
れ
、
検
証

抜
き
の
対
応
の
た
め
現
場
で
は
混

乱
が
生
ず
る
ば
か
り
」
（
全
厚
生:

社
会
保
険
庁
）
な
ど
衝
撃
的
な
発

言
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
鹿
角
病
院

に
お
け
る

医
師
不
足

に
よ
る
診

療

中

止

（
精
神
科
）

や
米
内
沢

病
院
の
統

廃
合
に
伴

う
医
療
過

疎
の
問
題

な
ど
も
発

言
さ
れ
た
。

総
会
の

最
後
に
、

代
表
委
員

で
あ
る
県

労
連:

佐
々

木
議
長
が

閉
会
の
挨

拶
・
“
団

結
が
ん
ば
ろ
う
！
”
を
行
い
終
了

し
た
。

（付
記
）
今
年
三
月
ま
で
に
解
雇
さ

れ
る
非
正
規
雇
用
者
は
八
五
〇
〇

〇
人
に
達
す
る
と
い
う
調
査
結
果

が
発
表
さ
れ
た
。
秋
田
県
で
は
二

八
〇
〇
人
が
職
を
失
い
、
そ
の
う

ち
約
二
〇
〇
〇
人
が
非
正
規
労
働

者
だ
と
い
う
。

〇
九
春
闘
は
生
存
権
や
労
働
の

あ
り
方
が
鋭
く
問
わ
れ
る
春
闘
と

な
り
そ
う
だ
。
正
規
と
非
正
規
、

組
織
労
働
者
と
未
組
織
労
働
者
と

の
接
近
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
の
共
闘
の
う
ね
り
を
作
り
出
さ

な
い
限
り
闘
い
の
展
望
は
開
け
な

い
。十

六
日
、
国
労
会
館
三
階
を
会
場

に
秋
田
支
部
旗
開
き
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
昨
年
は
恒
例
の
国
労
会

館
入
居
団
体
の
忘
年
会
が
行
わ
れ

な
か
っ
た
た
め
、
今
回
の
旗
開
き

で
合
同
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
５
０
名
。

後
藤
副
委
員
長
の
司
会
で
山
本

支
部
委
員
長
が
こ
の
一
年
間
取
り

組
む
べ
き
課
題
を
中
心
に
、
瀬
下

地
本
委
員
長
が
情
勢
を
中
心
に
挨

拶
を
行
っ
た
後
、
武
藤
書
記
長
の

音
頭
で
乾
杯
。
続
い
て
、
会
館
に

入
居
さ
れ
て
い
る
団
体
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
団
体
の
紹
介
と
取
り
組
ん

で
い
る
運
動
な
ど
を
含
め
て
挨
拶

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
参
加
さ
れ

た
団
体
は
学
習
協
、
鉄
道
退
職
者

の
会
、
県
革
新
懇
、
県
平
和
委
員

会
、
年
金
者
組
合
）
。
ま
た
、
交

運
共
済
生
協
の
高
橋:

秋
田
事
業
部

長
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
分
会
代
表
か
ら
新

年
の
抱
負
や
ら
決
意
表
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

第
二
部
の
司
会
は
高
橋
副
委
員

長
の
名
調
子
で
進
め
ら
れ
、
ビ
ン

ゴ
や
コ
ー
ラ
の
一
気
飲
み
な
ど
の

ゲ
ー
ム
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

時
間
を
忘
れ
て
気
炎
を
上
げ
ま
く

り
ま
し
た
。

※
九
日
は
秋
田
総
合
車
両
セ
ン

タ
ー
支
部
（
参
加
者
五
十
名
）
、

十
日
は
横
手
地
区
協
（
七
十
名
）

の
旗
開
き
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

【
今
後
の
日
程
】

◆
一
月
三
十
日
（
金
）

第
一
七
九
回
拡
大
中
央
委
員
会

交
通
ビ
ル

◆
二
月
七
日
（
土
）

東
日
本
本
部
第
二
六
回
拡
大
委

員
会

交
通
ビ
ル

◆
二
月
二
一
日
（
土
）

第
一
一
〇
回
拡
大
地
方
委
員
会

１
３
時
〜

国
労
会
館
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国
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と
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開
き
開
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